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1.1.1.1.研究研究研究研究のののの背景背景背景背景とととと目的目的目的目的    

 風除室は外部環境因子がエントランスホー

ルなどに流入してくることを軽減し、室内環

境を良好に保つことを目的として設置される

場合が多い。そのため、風除室の設置は気候

などの地域性との関係が問われると考える。

また、近年の建築行為は、地域性を取り入れ

たものが多くなってきている。特にそれらは、

計画・設計プロセスの中で決定する場合が多

いため、重要な建築要素となっている。 

 前報※1では、中核市公民館※2を対象として

風除室の設置状況と気候条件との相関性につ

いて分析をおこなった※3。 

 その結果、気候上は風除室を設置した方が

よいとする中核市は 3 市、その逆に気候上は

特に風除室の設置を必要としない中核市は 6

市該当することが分かった。そして更に分析

をおこなった結果、気候上は風除室を設置し

た方が良いとする中核市では、A 市公民館で

風除室の設置率が低いことが明らかとなった。 

 一方、気候上は風除室を設置する必要がな

い中核市 6市では、H 市,O 市,K 市で風除室の

設置率が高いことが分かった。 

 これらのことから、本研究では前報の結論

を受け風除室の設置率と気候属性との相関性

が低い中核市を対象として、気候属性以外の

風除室の設置に関わる要因について明らかに

することを目的とする。 

 なお、本研究は関係者へのアンケート、ヒ

アリングをおこなっており、行政内部情報に

関わることになるため、該当市は匿名で記す

こととする。 

2222....研究研究研究研究のののの方法方法方法方法    

 分析対象は、中核市公民館677館※4とする。

さらに、前報により、風除室の設置率と気候

属性との相関性が低い中核市であることが分

かった A 市,H 市,K 市,O 市の 4 市における公

民館 57 館（表-1）に着目し、調査分析をおこ

なった。 

なお、A 市は気候上風除室を設置した方が

よい市であり、H 市,K 市,O 市は気候上風除室

を設置しなくてもよいとする市である。 

 

(表-1) 4 市における公民館数と風除室設置率  

A市 H市 K市 O市

公民館数 6 28 9 14

風除室設置館 3 22 9 12

風除室設置率 50.0%50.0%50.0%50.0% 78.6%78.6%78.6%78.6% 100%100%100%100% 85.7%85.7%85.7%85.7%  

 

3333....建設年代別建設年代別建設年代別建設年代別にみたにみたにみたにみた風除室風除室風除室風除室のののの設置傾向設置傾向設置傾向設置傾向    

 建設年代別による風除室の設置傾向につい

て分析をおこなう。（表-2）は 1950 年から 10

年ごと※5に建設公民館数、風除室設置公民館

数、および風除室の設置率についてまとめた

ものである。 

建設年代別の傾向をみると、2000 年代に建

設された施設に対する風除室の設置率が最も

高く 55.3％となっている。一方 1970 年代に

建設された施設に対する風除室の設置率が

30.1％と最も低いが、事例数の少ない初期を



除けば、2000 年代は 55.3％（2004 年現在）

であり、徐々に増加傾向にあることが分かる。 

 

(表-2)建設年代別の公民館数と風除室設置率 

建設
公民館数

風除室
設置館

風除室
設置率

1950年代 2 1 50.0%

1960年代 26 10 38.5%

1970年代 183 55 30.1%

1980年代 271 95 35.1%

1990年代 140 60 42.9%

2000年代 38 21 55.3%  

 

次に、風除室の設置率と気候属性との相関

性が低い 4市について考察をおこなう。 

 風除室の設置率が 85％以上と高い K 市と O

市は年代に関係なく風除室は設置されている。

一方、H 市では、1970 年代に建設された 8 館

のうち 3 館に風除室が設置されており、1980

年代以降は、1980 年に建設された公民館の 1

館を除き、全ての公民館に風除室が設置され

ていることが分かった。 

 また、A市では、6 館中 5 館が 1970 年代ま

でに建設された施設である。風除室はその 5

施設中 3 施設に設置されている。 

 以上より H 市を除き、他の 3市では時系列

で発展的に風除室が設置されたという傾向は

認められなかった。 

風除室の設置は、施設の室構成や規模とい

った施設個別の特性が影響しているものと考

えられる。つまり、風除室の設置の有無は、

各市単位別での施設設計の差異によるもので

あると推察される。 

4444....室構成室構成室構成室構成とととと風除室風除室風除室風除室のののの関係関係関係関係    

 気候属性によらず風除室設置の有無がみら

れた A 市,H 市,K 市,O 市における室構成につ

いて分析をおこなう。 

 まず、気候上特に風除室の設置は求められ

ないが風除室が多数設置されていた H 市,O

市,K 市について分析をおこなう。 

室構成の特徴として、H市は 150 人以上、O

市は 400 人以上、K 市は 200 人以上の収容人

員をもつホールまたは集会室がそれぞれ存在

していることが分かった。さらに、平面図に

よる分析から、大多数の施設はホールへの専

用出入り口はなく、公民館の主出入り口から、

エントランスホールなどの共用スペースを通

過してホールへ移動する動線となっているこ

とが分かった。よって、ホールなどを利用す

る場合は、一時的に公民館の利用者が多くな

る。公民館のエントランス空間を通過する来

館者も一時的に増えることになる。これによ

り、エントランス空間内における空調負荷が

増え、それを軽減するための対策として、風

除室が設置されることが多くなると考えられ

る。つまり、空間構成の方法により風除室の

有無が影響されるといえる。 

 次に、気候上は風除室を設置した方がよい

が、風除室の設置率が低い A 市について分析

をおこなう。 

A 市には、室構成の特徴として H 市,K 市,O

市には無い体育館があり、ホールとしても使

われていることが分かった。つまり、A 市は

他の 3市と同様に収容人員の大きい室を有し

ているが、風除室の設置率は低くホールとの

関係性はみられない。また、A 市では前報※1

により他の 3 市にはない、ハキカエ線が存在

することが明らかとなった。つまり、A 市で

の風除室の設置要因は、空間構成の方法など

とともに、エントランスの空間規模に関わる

ハキカエ線の存在が影響しているといえる。 

5555....施設規模施設規模施設規模施設規模からみたからみたからみたからみた風除室風除室風除室風除室のののの設置傾向設置傾向設置傾向設置傾向 

5555----1.1.1.1.中核市中核市中核市中核市公民館公民館公民館公民館のののの規模規模規模規模    

 中核市公民館における施設規模について整

理したものを（表-3）に示す。 

 調査対象施設数 677 館のうち、施設規模が

明らかとなったのは 638 館である。なお、調

査対象公民館における施設規模の平均値は

986.26 ㎡である。 

施設規模の傾向としては、（表-3）にみるよ



うに 500 ㎡未満の施設が 35.4％、500 ㎡以上

1000 ㎡未満の施設が 33.7％となっている。つ

まり、1000 ㎡未満の施設で約 7割を占めてい

ることが分かる。一方、1000 ㎡以上の施設に

なると 1000 ㎡以上 1500 ㎡未満の施設が

15.0％、1500 ㎡以上では 500 ㎡ごとの集計に

よると、それぞれ 10％未満の低い割合となっ

ていることが分かる。 

 

(表-3)施設規模別にみた公民館数 

A市 H市 K市 O市

施設規模 公民館数 割合 公民館数 公民館数 公民館数 公民館数

0～499 226 35.4% 0 0 0 0

500～999 215 33.7% 1 8 1 0

1000～1499 90 14.1% 2 4 9 0

1500～1999 50 7.8% 1 9 3 2

2000～2499 26 4.1% 1 6 0 6

2500〜 31 4.9% 1 1 1 1

638 6 28 14 9  

 

次に、気候属性によらず風除室の有無がみ

られたA市,H市,K市,O市についてみてみる。 

A 市公民館は、6 館中 5館が 1000 ㎡以上の

建物となっている。 

 H 市公民館は 28 館のうち 20 施設が、1000

㎡以上の建物となっており、8 館が 500 ㎡以

上 1000 ㎡未満の建物である。 

 K市公民館は、14施設のうち13施設が1000

㎡以上の建物となっている。 

 O 市公民館では、全ての施設において 1500

㎡以上の規模となっている。 

このように、気候属性によらず風除室設置

の有無がみられた 4市では、1000 ㎡以上の施

設が多いことが分かる。また、4 市において

は、いずれも収容人員の大きいホールなどの

空間を有していることが明らかとなっている。

このような場合、ロビーなどの休憩スペース

の確保が必要になると考えられる。よって、

施設全体の規模は大きくなるといえる。 

5555----2.2.2.2.施設規模施設規模施設規模施設規模とととと風除室設置率風除室設置率風除室設置率風除室設置率のののの関係関係関係関係    

施設規模と風除室の設置率について 250 ㎡

ごとに整理したものを（図-1）に示す。 
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(図-1)施設規模別にみた風除室設置率 

 

施設規模別にみた風除室設置率の傾向とし

ては、500 ㎡未満の建物では 6.3％、500 ㎡以

上 1000 ㎡未満では 25.4％と低い設置率とな

っている。しかし、1000 ㎡以上になると風除

室の設置率は 70％近くになり、2250 ㎡以上に

なると 80％を越えていることが分かる。 

このことから、施設規模が大きくなるほど

風除室の設置率が高くなっていることがいえ

る。特に 1000 ㎡以上になると、風除室の設置

率は極端に高くなることが分かる。 

そして、気候属性によらず風除室設置の有

無がみられた A市,H 市,K 市、O市における公

民館は1000㎡以上の施設が多い。特に、H市,K

市,O 市では風除室の設置率は高い。 

以上のことから、H市,K 市,O 市で風除室の

設置率が高い要因としては、施設に収容人員

の大きなホールが存在し、施設規模が大型化

していることにあるといえる。 

一方、A 市においては、施設規模は大きい

が、風除室の設置率は低い。この要因として、

A 市における風除室の設置は、A 市単位におけ

る設計時での行政指導などが影響していると

推察する。 

６６６６....行政施策行政施策行政施策行政施策とととと風除室風除室風除室風除室のののの必要性必要性必要性必要性    

 気候属性などの地域特性によらず風除室の

設置の有無が確認できた A 市,H 市,K 市,O 市



における風除室の設置に関わる要因は、前章

までの分析により、施設の室構成や規模に起

因しているということが分かった。しかし、

それら 4 市における一部の公民館では、室構

成や規模にもよらず風除室の設置の有無が確

認できたものもあった。この要因としては、

行政単位別での施設設計における指導による

ものが考えられる。そこで、気候属性などの

地域特性によらず風除室の設置の有無が確認

できた A 市,H 市,K 市,O 市に対し、風除室設

置に関する関係者へのアンケートを実施した。 

本章では、そのアンケート結果と施設計画

における風除室の必要性について考察する。 

アンケートの結果から、A 市,H 市,K 市,O

市のいずれの市においても、風除室の設置に

おいては、特に指導などはおこなっていない

ということが明らかとなった。さらに、風除

室を設置するしないにおいては、個別ごとの

建築設計において判断する場合が多いという

ことであった。 

また、風除室の設置を判断する基準として

は、施設が立地する「気候などによる外部要

因」や受付やサークルなどの活動報告などの

情報発信などの場所として重要な「エントラ

ンスホールなどの機能」、および施設の運用面

においてランニングコストを低く抑えるとい

った「空調負荷の軽減」であることが分かっ

た。 

 以上により、風除室は行政指導によって設

置されるのではなく、気候などの外部要因、

エントランスの機能、運用面などの関係によ

り、施設個別ごとにその設置の検討をおこな

っていることが考えられる。 

風除室は、建物の出入り口に設置される。

つまり、風除室には最終避難経路としての安

全性、自動扉や開き扉といった開閉方法、セ

キュリティ対策、施設の入口としてのデザイ

ン性、そして風除室そのものの機能を発揮す

るための規模など、求められる設計要素は

多々あり、いずれも明確な設計指針はない。

このため、風除室の設置は企画段階で決定さ

れるのではなく、設計過程において決定され

ているといえる。つまり、風除室の設置は設

計者の判断によるところが大きいと考える。

この問題については、今後の課題としたい。 

７７７７....まとめまとめまとめまとめ    

  気候属性によらず風除室の設置の有無が

確認された A 市,H 市,K 市,O 市において、そ

の設置に関わる要因について分析をおこなっ

た結果、以下に示す内容が明らかとなった。 

１）風除室の設置と公民館の建設年代には関

係性がみられない。 

２）風除室が設置されている公民館は、ホー

ルなどの収容人員の大きな空間が存在する。 

３）1000 ㎡以上の施設になると 70％以上の施

設で風除室が設置されており、風除室の設置

と施設規模は相関性が高い。 

４）風除室の設置は行政指導にはよらず、個

別の建築設計ごとに設置の判断がおこなわれ

ている。 

 

なお、本研究は日本大学大学院修了生の林

啓太氏と根岸昌弘氏の協力を得た。 
 

【注釈】 

※1.若竹雅宏,浅野平八「風除室からみた公民館の地

域特性」第 24 回地域施設計画研究ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ,2006 年

7 月 

※2.2004 年 4 月時における 34 市を対象としている。 

※3.『住宅産業研修財団発行「データマップ 日本

の気候」,1998 年 8 月』の中にある「100 の気候ゾー

ンと気候ゾーン別の建築的手法の適合性」を用いて

分析をおこなった。なお、建築的手法は 23 に分類さ

れている。 

※4.中核市34市において公民館は745館存在してい

る。さらに公民館として建設されたが名称変更など

により公民館としては存在していない施設が 166 館

存在している。本研究ではその 166 館も分析対象に

加え合計 911 館を調査対象とした。そして、アンケ

ート調査(2004 年,2006 年)から返答のあった 677 館

を分析対象施設数とした。 

※5.小林文人「三多摩の公民館づくり」建築知

識,1983 年 5 月,にある「公民館施設の 10 年発展説」

pp.68～69 を根拠に時代区分をおこなった。 


